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１．概 要  

 

家畜流通の重要な機能を担う家畜市場は、離島の多い県内においては 8 市場が整備され、

肉用子牛・ヌレ子・成牛が定期的に取引されている。平成 19 年に黒島家畜市場が整備され、

平成 22 年には今帰仁家畜市場、平成 23 年には南部家畜市場が整備されている。 

食肉流通施設の整備については、昭和 56 年 10 月に策定された「沖縄県食肉流通施設整

備方針」に基づき、昭和 56 年度に(株)沖縄県食肉センターの部分肉処理施設の整備、昭和

57 年度に(株)宮古食肉センターの整備、昭和 59 年度に(株)沖縄県食肉センター部分肉処

理施設の増設を行った。近年では、平成 12 年度に(株)宮古食肉センターの衛生改善整備、

平成 13 年度に(株)八重山食肉センターの衛生改善整備を行った。また、平成 13 年度をも

って(株)真玉橋食肉センター及び(株)沖縄県食肉センター名護分工場が廃止された。平成

14 年度には、畜産基盤再編総合整備事業により、（株）沖縄県食肉センターの牛部門が整

備され、名護市食肉処理施設整備事業により、名護市食肉センターが完成した。平成 22 年

度には、沖縄県食肉センターにおいて、豚と山羊のと畜処理施設、与那国食肉処理施設に

おいて、牛のと畜処理施設を整備している。離島畜産活性化施設整備事業により平成 25 年

に八重山食肉センター、平成 28 年に宮古食肉センターが新たに整備された。 

県内で生産されている畜産物のうち、鶏肉及び鶏卵は大部分が県内で消費されている。 

牛肉については、県内消費量は少なく、大部分が枝肉または生体で県外に出荷されてい

たが、平成 24 年度には、沖縄食肉価格安定等特別対策事業により部分肉処理加工施設が整

備され、県産牛肉の流通量増加が期待されている。 

豚肉については、県民の部位嗜好性が県外とは異なり、三枚肉（バラ肉）、ソーキ（スペ

アリブ）等が好まれる一方、ロースやモモ、ウデなどの部位は消費が伸びず、県外に出荷

されている。 
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３．沖縄県内の食肉センター設置状況  
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４．畜種別と畜頭数および枝肉重量  

 
 
 
 
 

 
 

注 ） １ ， 牛 は 肉 用 牛 、 乳 用 牛 の 合 計 で あ る 。  
  ２ ． 馬 は 子 馬 を 除 く  
資 料 提 供 ： 衛 生 薬 務 課  
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５．格付状況 

（１）牛枝肉の格付状況    
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２） 豚枝肉の格付状況  
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６．畜産物の流通  

（１）牛肉 

 
 

（２）豚肉 
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（３）鶏卵 

 

 
（４）山羊肉 
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7．生産量と輸入量  
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８．乳業工場一覧  

 
 

９．食鳥処理場の概要 
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